
(57)【要約】

【課題】　車両において、大きな外力が作用しても、ア

ウタケーブルを保持する基部材からそのアウタケーブル

が外れないようにする。

【解決手段】　車両において、インナケーブル１０によ

り挿通されたアウタケーブル１２のアウタケーブルエン

ド１３に、一対の環状突起１４により環状溝１５が形成

され、フロントサイドドアのラッチ装置の端面３に形成

された溝４内へ環状溝１５を圧入して、端面３及びアウ

タケーブルエンド１３をインナケーブル１０の長手方向

に係合させると共に、環状突起１４に取り付けられたク

リップ１６の頭部１７をラッチ装置壁面５の孔部６に挿

通させて、壁面５及びクリップ頭部１７を上記長手方向

とほぼ直交する方向に係合させ、壁面５のリブ７がクリ

ップ頭部１７を囲むように構成されている。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
車 両 に お い て 、 長 手 方 向 に 操 作 力 を 伝 達 す る イ ン ナ ケ ー ブ ル と 、 上 記 イ ン ナ ケ ー ブ ル に よ
り 挿 通 さ れ 第 １ 係 止 部 が 形 成 さ れ た ア ウ タ ケ ー ブ ル と 、 上 記 第 １ 係 止 部 に 近 接 し て 上 記 ア
ウ タ ケ ー ブ ル に 取 り 付 け ら れ 上 記 長 手 方 向 と ほ ぼ 直 交 す る 方 向 に 突 出 す る ク リ ッ プ と 、 上
記 第 １ 係 止 部 に 係 合 す る 第 ２ 係 止 部 、 上 記 ク リ ッ プ の 頭 部 が 挿 通 し て 上 記 ほ ぼ 直 交 方 向 に
上 記 頭 部 と 係 合 す る 孔 部 及 び 上 記 孔 部 を 挿 通 し た 上 記 頭 部 を 囲 む リ ブ が 形 成 さ れ た 基 部 材
と を 有 す る ケ ー ブ ル 保 持 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に お い て 、 上 記 イ ン ナ ケ ー ブ ル の 一 端 が ド ア ハ ン ド ル に 連 結 さ れ 、 上 記 イ ン ナ ケ
ー ブ ル の 他 端 が ド ア ラ ッ チ 機 構 に 連 結 さ れ た ケ ー ブ ル 保 持 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 車 両 に お い て 、 長 手 方 向 に 操 作 力 を 伝 達 す る イ ン ナ ケ ー ブ ル が 挿 通 し て い る
ア ウ タ ケ ー ブ ル を 基 部 材 に 保 持 し て 、 基 部 材 か ら 外 れ に く く す る た め の 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 イ ン ナ ケ ー ブ ル が 挿 通 し て い る ア ウ タ ケ ー ブ ル を 基 部 材 に 保 持 す る ク ラ ン プ 機 構 と し て
、 下 記 特 許 文 献 １ に 示 さ れ た 技 術 が 従 来 か ら 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 公 昭 ６ ３ － ４ ８ １ ８ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 場 合 に は 、 ア ウ タ ケ ー ブ ル を 上 下 か ら 弾 力 的 に 保 持 す る 保 持 片 に 、 ア ウ タ ケ ー ブ ル
の 外 面 に 当 接 す る 耳 片 を 形 成 し て 、 ア ウ タ ケ ー ブ ル の 抜 け 止 め が な さ れ て い る が 、 大 き な
外 力 が ア ウ タ ケ ー ブ ル に 作 用 し た よ う な と き に は 、 保 持 片 の 弾 性 力 に 容 易 に 打 ち 勝 っ て ア
ウ タ ケ ー ブ ル が 保 持 片 か ら 簡 単 に 外 れ る お そ れ が あ り 、 安 定 し た 保 持 力 を 必 ず し も 期 待 で
き な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 車 両 に お い て 、 大 き な 外 力 が 作 用 し て も 、 ア ウ タ ケ ー ブ ル を 保 持 す る
基 部 材 か ら そ の ア ウ タ ケ ー ブ ル が 外 れ な い よ う に す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の た め 、 本 発 明 に か か る ケ ー ブ ル 保 持 構 造 は 、 車 両 に お い て 、 長 手 方 向 に 操 作 力 を 伝
達 す る イ ン ナ ケ ー ブ ル と 、 上 記 イ ン ナ ケ ー ブ ル に よ り 挿 通 さ れ 第 １ 係 止 部 が 形 成 さ れ た ア
ウ タ ケ ー ブ ル と 、 上 記 第 １ 係 止 部 に 近 接 し て 上 記 ア ウ タ ケ ー ブ ル に 取 り 付 け ら れ 上 記 長 手
方 向 と ほ ぼ 直 交 す る 方 向 に 突 出 す る ク リ ッ プ と 、 上 記 第 １ 係 止 部 に 係 合 す る 第 ２ 係 止 部 、
上 記 ク リ ッ プ の 頭 部 が 挿 通 し て 上 記 ほ ぼ 直 交 方 向 に 上 記 頭 部 と 係 合 す る 孔 部 及 び 上 記 孔 部
を 挿 通 し た 上 記 頭 部 を 囲 む リ ブ が 形 成 さ れ た 基 部 材 と を 有 し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 っ て 、 イ ン ナ ケ ー ブ ル に よ り 挿 通 さ れ た ア ウ タ ケ ー ブ ル の 第 １ 係 止 部 と 、 基 部 材 に 形
成 さ れ た 第 ２ 係 止 部 と が 係 合 す る こ と に よ り 、 小 さ な 外 力 が ア ウ タ ケ ー ブ ル に 作 用 し て も
、 基 部 材 に 対 し て ア ウ タ ケ ー ブ ル が 上 記 長 手 方 向 や 、 上 記 長 手 方 向 と ほ ぼ 直 交 す る 方 向 に
位 置 ず れ を 起 こ す こ と を 防 止 で き る と 共 に 、 第 １ 係 止 部 に 近 接 し て ア ウ タ ケ ー ブ ル に 取 り
付 け ら れ 上 記 長 手 方 向 と ほ ぼ 直 交 す る 方 向 に 突 出 す る ク リ ッ プ の 頭 部 が 、 基 部 材 の 孔 部 を
挿 通 し て そ の 孔 部 と 上 記 ほ ぼ 直 交 方 向 に 係 合 す る こ と に よ り 、 た と え 大 き な 外 力 が ア ウ タ
ケ ー ブ ル に 作 用 し て も 、 ア ウ タ ケ ー ブ ル が 上 記 長 手 方 向 と ほ ぼ 直 交 す る 方 向 に 基 部 材 か ら
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取 り 外 さ れ る こ と は ク リ ッ プ に よ り 確 実 に 抑 止 さ れ 、 し か も 、 基 部 材 の 孔 部 を 挿 通 し た ク
リ ッ プ の 頭 部 が 、 基 部 材 に 形 成 さ れ た リ ブ に よ り 囲 ま れ て い る た め 、 上 記 外 力 が 基 部 材 に
作 用 し て ク リ ッ プ の 頭 部 を 破 損 さ せ た り 、 ク リ ッ プ が 基 部 材 の 孔 部 内 を 無 理 や り に 押 し 戻
さ れ る よ う な こ と を 容 易 に 防 止 で き て 、 ア ウ タ ケ ー ブ ル の 上 記 取 外 し 抑 止 作 用 を 一 層 確 実
な も の と す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
 
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 図 面 に 示 す 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
　 車 両 の フ ロ ン ト サ イ ド ド ア に お い て 、 ラ ッ チ 装 置 １ の ボ ッ ク ス 状 端 部 ２ の 端 面 ３ に 車 幅
方 向 へ 延 び て 車 内 側 に 開 口 し た 溝 ４ が 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 端 部 ２ の 車 外 側 壁 面 ５ に 孔
部 ６ が 形 成 さ れ 、 ま た 、 孔 部 ６ を 囲 む リ ブ ７ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 他 方 、 イ ン ナ ケ ー ブ ル １ ０ は ほ ぼ 車 両 前 後 方 向 に 延 び て い て 、 図 示 し な い ド ア ハ ン ド ル
に 一 端 が 連 結 さ れ て い る と 共 に 、 ラ ッ チ 装 置 １ の ラ ッ チ レ バ ー １ １ に 他 端 が 連 結 さ れ て い
る が 、 こ の イ ン ナ ケ ー ブ ル １ ０ に よ り 挿 通 さ れ た ア ウ タ ケ ー ブ ル １ ２ の う ち 、 比 較 的 硬 質
の 材 料 で 成 形 さ れ た ア ウ タ ケ ー ブ ル エ ン ド １ ３ は 、 外 周 面 上 に 、 一 対 の 環 状 突 起 １ ４ に よ
り 挟 ま れ た 環 状 溝 １ ５ が 形 成 さ れ 、 イ ン ナ ケ ー ブ ル １ ０ の 長 手 方 向 と ほ ぼ 直 交 す る 方 向 に
突 出 す る ク リ ッ プ １ ６ が 一 方 の 環 状 突 起 １ ４ 上 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 従 っ て 、 図 ２ の 矢 印 Ａ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ア ウ タ ケ ー ブ ル エ ン ド １ ３ の 環 状 溝 １ ５
を ラ ッ チ 装 置 端 面 ３ の 溝 ４ 内 へ 圧 入 す る と 同 時 に 、 ク リ ッ プ １ ６ の 頭 部 １ ７ を ラ ッ チ 装 置
壁 面 ５ の 孔 部 ６ に 弾 力 的 に 挿 通 さ せ て 、 図 ３ の よ う に ク リ ッ プ 頭 部 １ ７ が リ ブ ７ に よ り 囲
ま れ た 状 態 と し 、 図 １ 及 び 図 ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ア ウ タ ケ ー ブ ル エ ン ド １ ３ を ラ ッ
チ 装 置 端 部 ２ に 組 み 付 け れ ば 、 ア ウ タ ケ ー ブ ル エ ン ド １ ３ は ラ ッ チ 装 置 端 面 ３ に 対 し て 環
状 突 起 １ ４ と 溝 ４ の 周 縁 部 と の 係 止 に よ り 上 記 長 手 方 向 と 上 記 ほ ぼ 直 交 方 向 に 係 合 さ せ 、
か つ 、 ラ ッ チ 装 置 壁 面 ５ に 対 し て ク リ ッ プ １ ６ と 孔 部 ６ と の 係 止 に よ り 上 記 長 手 方 向 と 上
記 ほ ぼ 直 交 方 向 に 係 合 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 す な わ ち 、 上 記 装 置 に お い て 、 ア ウ タ ケ ー ブ ル エ ン ド １ ３ 及 び ラ ッ チ 装 置 端 部 ２ が 環 状
突 起 １ ４ と 溝 ４ 周 縁 部 と の 係 止 の み な ら ず 、 ク リ ッ プ １ ６ と 孔 部 ６ と の 係 止 に よ り 、 ア ウ
タ ケ ー ブ ル １ ２ が ラ ッ チ 装 置 １ に 対 し て 上 記 長 手 方 向 に 位 置 ず れ や 、 上 記 ほ ぼ 直 交 方 向 に
位 置 ず れ 、 す な わ ち 、 抜 け 落 ち を 起 こ す こ と を 容 易 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 図 ４ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ア ウ タ ケ ー ブ ル エ ン ド １ ３ に 取 り 付 け ら れ た ク リ ッ
プ １ ６ の 頭 部 １ ７ が ラ ッ チ 装 置 壁 面 ５ と 上 記 ほ ぼ 直 交 方 向 に 係 合 し て い る の で 、 車 両 の 側
面 衝 突 時 等 に フ ロ ン ト サ イ ド ド ア の ア ウ タ パ ネ ル が 車 室 内 側 へ 大 き く 変 形 し て 、 大 き な 外
力 が ア ウ タ ケ ー ブ ル １ ２ を 車 室 内 側 へ 強 く 押 圧 す る よ う な こ と が あ っ て も 、 ア ウ タ ケ ー ブ
ル エ ン ド １ ３ が ラ ッ チ 装 置 端 部 ２ か ら 車 室 内 側 へ 取 り 外 さ れ る こ と は ク リ ッ プ １ ６ に よ り
確 実 に 抑 止 さ れ 、 し か も 、 図 ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ク リ ッ プ １ ６ の 頭 部 １ ７ が リ ブ ７
に よ り 囲 ま れ て い る の で 、 上 記 外 力 が ラ ッ チ 装 置 端 部 ２ に 車 室 外 側 か ら 作 用 し て も 、 ク リ
ッ プ 頭 部 １ ７ が 上 記 外 力 に よ り 破 損 し た り 、 ク リ ッ プ 頭 部 １ ７ が ラ ッ チ 装 置 壁 面 ５ の 孔 部
６ 内 を 無 理 や り に 押 し 戻 さ れ る よ う な こ と を 容 易 に 防 止 で き て 、 ア ウ タ ケ ー ブ ル エ ン ド １
３ の 上 記 取 外 し 抑 止 作 用 を 一 層 確 実 な も の と す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 従 っ て 、 ア ウ タ ケ ー ブ ル エ ン ド １ ３ が ラ ッ チ 装 置 端 部 ２ か ら 車 室 内 側 へ 取 り 外 さ れ る こ
と に よ り 、 ア ウ タ ケ ー ブ ル １ ２ を 挿 通 し て い た イ ン ナ ケ ー ブ ル １ ０ が 大 き く 変 位 し て 、 ラ
ッ チ レ バ ー １ １ の 意 図 し な い 回 動 を 許 容 し 、 フ ロ ン ト ド ア の 予 期 し な い 解 錠 を 可 能 と す る
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よ う な 不 測 事 態 の 発 生 を 、 比 較 的 簡 単 な 構 造 で 確 実 に 防 止 し て 、 車 両 の 安 全 性 を 容 易 に 高
め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
  な お 、 上 記 実 施 例 は 車 両 の フ ロ ン ト サ イ ド ド ア に 関 す る も の で あ る が 、 車 両 に お け る リ
ヤ サ イ ド ド ア や リ ヤ ゲ ー ト に も 同 様 に 適 用 す る こ と に よ り 、 上 記 実 施 例 と 同 等 の 作 用 効 果
を 発 揮 さ せ る こ と が で き る の は い う ま で も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に お け る 概 略 側 面 図 。
【 図 ２ 】 上 記 実 施 例 の 要 部 拡 大 分 解 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 上 記 実 施 例 の 要 部 拡 大 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 図 ３ の IV－ IV縦 断 面 拡 大 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 　 １ 　 ラ ッ チ 装 置
　 　 ２ 　 端 部
　 　 ４ 　 溝
　 　 ６ 　 孔 部
　 　 ７ 　 リ ブ
　 １ ０ 　 イ ン ナ ケ ー ブ ル
　 １ ２ 　 ア ウ タ ケ ー ブ ル
　 １ ３ 　 ア ウ タ ケ ー ブ ル エ ン ド
　 １ ５ 　 環 状 溝
　 １ ６ 　 ク リ ッ プ
　 １ ７ 　 頭 部
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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